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マグネシウムを中心金属に持

つポルフィリンは高い吸光度や

安定性，長い励起子寿命を持

つことが知られている．4 つの

DPP ユニットをテトラエチニル

基で架橋された MgTEP-DPP4

を薗頭カップリングを用いるこ

とで高収率で合成することがで

きた (Scheme 1)．これらは可

視領域に広い吸収と，吸収末

端が 900nm と近赤外までの

長波長光吸収能を示した．時

間分解過渡吸収測定から長い励起子寿命

が，DFT 計算から全ての DPP ユニットがポル

フィリンに対してフラットな構造が明らかとなっ

た．アクセプターに PC61BM を用いて BHJ 太

陽電池を作製したところ，変換効率は 5.8％

であった．ここで THF を用いてソルベントアニ

ールをすることでモルフォロジーを調整するこ

とができ，変換効率は 7.4%，IPCE 測定では

吸収端は 1000nm 近くに達した (Fig. 1).な
お表面の観測は AFM を用いて行っている． 

Scheme 1 

Fig. 1 J-V カーブ SVA なし

（青），SVA あり（赤） 
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